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エレベータ・エスカレータの

進化と真価
2023年2月、フジテックは75周年を迎えました。

創業間もなくグローバルに展開し、アジア、アメリカ、ヨーロッパへ。
常に時代の一歩先を捉え、絶え間ない技術革新で「美しい都市機能」を創造してきました。

世界は今、大きな変革期。来たる 100周年に向かって、フジテックのエレベータ・エスカレータはどのように可能性を広げ、
進化していくのでしょう。そして専業メーカーならではの真価をどう磨いていくべきなのでしょう。

75周年記念号の今回は、多彩なゲストをお迎えし、「エレベータ・エスカレータの未来」を考え抜きます。

フジテック
75周年記念号

F R O M  F U J I T E C

「USNET」（アスネット）は、お客さまとフジテッ
クがUS（私たち）となって結ばれ、明日のよ
り美しい都市機能を、ともに目指していくため
のコミュニケーション誌です。

「USNET」とは

I l l u s t r a t i o n :  Ta k a s h i  K a w a k a m iC O V E R

表紙は 75周年を記念す
るにぎやかな広場。シン
ボルキャラクターのテッ
キーも祝福して盛り上げ
ます。今回お話を伺った
方々もちらほら。さぁ、
これからのエレベータ・
エスカレータについて一
緒に考えてみましょう。

C 0 N T E N T S 2 0 2 4  W I N T E R   N o . 7 1

アスネット

1 6 未来空想エレベータ・エスカレータ
フジテック社内絵画コンテストを開催しました！

2 エレベータ・エスカレータの進化と真価
フジテック75周年記念号

4 新時代のエレベータは乗りたくなるモビリティに
G U E S T BUNGA NET編集長・宮沢 洋氏

8 車いすでもあきらめない世界をつくる。
G U E S T 一般社団法人 WheeLog 代表理事・織田 友理子氏

1 2 進化し続けるエスカレータ工場の〈いま〉偏愛マニアが迫る！

G U E S T エスカレータマニア・田村 美葉氏

エレベータの
開発・生産拠点

ビッグウィングが完成
滋賀県彦根市に研究開発から設計、生産まで
一貫するコア拠点を確立。高さ 170mのエレ
ベータ研究塔には分速 1000m級の超高速エ
レベータなどが設置された。

20061995

エスカレータの
開発・生産拠点

ビッグステップが完成
兵庫県豊岡市のエスカレータ拠点を新時代にふさわし
い施設・設備に刷新。開発から生産までスピーディー
な一貫体制を構築した。

2010

約330mの高さで
日本一高いビルとなる
「麻布台ヒルズ」に
昇降機110台納入

麻布台ヒルズに、一度に多くの人を運べる
ダブルデッキ（2階建て）エレベータ 16台
をはじめ、エレベータ・エスカレータ計
110台を納入。フジテックの国内プロジェ
クトでは過去最多の設置台数を達成。

フジテック75周年

2023

米国に世界最大級の
エレベータ工場を建設
オハイオ州レバノン市にオハイオ製作所を建
設。敷地面積52万㎡、建屋面積2万㎡の地
に最新の生産設備を備えた。

1982

1948
創業

自社商品の受注増により、大阪市西淀川
区御幣島の工場地帯に3300㎡の新工場
を設立。

ものづくりの
原点となる

塚本工場を設立

1956
「世界は一つの市場」という理念のもと、
アジアとヨーロッパの貿易中継地として
も最適な香港市場に参入。

初の海外法人を設立

1964

世界保健機関（WHO）設立
その時、世の中は…

華昇フジテック
を設立
中国大手総合商社、中国中紡集
団公司との合弁会社を設立。河
北省廊坊（ランファン）市に工
場とオフィス棟を建設。

野茂英雄投手が
米大リーグで活躍、
新人王に

500円硬貨を発行東京オリンピック開催日ソ共同宣言で国交を回復

荒川静香選手、トリノ五輪で金メダル

小惑星探査機「はやぶさ」7年ぶり帰還

侍ジャパン、3大会ぶりにWBC制覇

世界最高・最大※の
研究塔が完成
超高層ビル時代の制覇を目指
し、大阪本社敷地内に高さ 150m
のエレベータ研究塔を建設。

1975
第1回先進国首脳会議
（サミット）開催

※建設当時
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Elevator     Beautiful City
デザイン

新時代のエレベータは
乗りたくなるモビリティに

「エレベータって、もっと魅力的になる伸び代があるのでは？」
建築設計者や建設会社を長く取材してきた宮沢 洋氏は、ずっとそう思っていたそうです。

コロナ禍を経て都市や建築はどのように変わり、その中でエレベータはどのような存在になっていくのか。
「今が変化の好機」と考える宮沢氏が、フジテックの3人に話を聞きました。

専務執行役員 
デジタルイノベーション本部 本部長

研究開発本部 
開発企画部 部長

首都圏統括本部 
営業推進部 係長 モデレーター

画文家、編集者、BUNGA NET代表
兼編集長。1990年、早稲田大学政
治経済学部政治学科卒業、株式会
社日経BP社入社。日経アーキテク
チュア編集部に30年勤務。2016年
～ 2019年、同誌編集長。2020年、「一
般の人に建築の面白さを伝えたい」
と独立。著書に『隈研吾建築図鑑』、
『はじめてのヘリテージ建築』など。

宮
みや

沢
ざわ

 洋
ひろし

氏

2014 年、フジテック情報システム部
長として入社。2019年、従来の情報
システム開発に加えてR&D機能とプ
ロセスエンジニアリング機能を併せ
持つ「デジタルイノベーション本部」
に改組。CIO※として全社のDXをリー
ド。エレベータの状態監視をリモー
トで行う遠隔監視システムの推進な
どに取り組んでいる。

友
とも

岡
おか

 賢
けん

二
じ

1996年、フジテック入社。一貫し
て開発部門に所属し、タッチレスで
エレベータを操作する非接触ボタン
「エアータップ」や、業界初となる
レーザー方式のひも状物体検出装置
「ドアエッジセンサー」など、新機
能開発に数多く従事。2021年から
現職。国内外のエレベータ開発に関
する企画・実行管理を行う。

藤
ふじ

井
い

 琢
たく

也
や

2015年、フジテック入社。西サー
ビス営業部でメンテナンスや修理の
営業に従事した後、2020年、営業
推進部に異動。現在は、事業主やデ
ベロッパー、設計事務所向けの営業
担当として、計画段階にあるエレ
ベータの仕様打ち合わせや、お客さ
まのニーズを先回りした提案活動な
どにまい進している。

加
か

茂
も

 広
ひろ

奈
な

並んでいて、大型旅客機が到着しても、
お客さまを待たせずに一気に運ぶことが
できます。乗り降りする様子が外からも
見えて非日常が味わえるんです。
──それは、まさにそこにしかない体験
ですね。
藤井　私は常々、鉄道がとてもうらやま
しいと思っているんです。同じ公共用の
モビリティなのに、鉄道は乗ること自体
ですごく喜ばれるじゃないですか。外か
ら見るだけで喜ぶ方もいらっしゃる。鉄
道は人や物を運ぶだけではなくて “人の
思い ”も運んでいるから、共感を呼ぶの
だろうと思います。
──同じような潜在力がエレベータにも
あるはずです。例えば、最近でいうと、
木造の中大規模建築がかなり増えてきて

いるのに、それにマッチしたデザインの
エレベータを見掛けないのが寂しいです。
藤井　かごの中に不燃性の木材を使った
エレベータは、ホテルなどでは珍しくあ
りませんよ。天井を組子細工にした例も
あります。でも、かごの外側が木材で仕
上げられた例は確かに見たことがありま
せんね。木造のビルの吹き抜けで、エレ
ベータの外側を組子細工みたいなものに
して見せたら面白そうです。
加茂　それは今まで経験したことのない
感覚になりそうですね。私は業務を通じ
て、日常的に建築設計者の方からご要望
を聞く立場でもあるので、そういうアイ
デアをどんどん言っていただいて、エレ
ベータの可能性を突き詰めていきたいで
す。

──建築設計者の方と話をしていると、
コロナ禍を経て、建築や都市が体験を重
視する方向に変わっていくという声をよ
く聞きます。今までは合理性を重視し過
ぎていた、と。フジテックの皆さんはど
のように感じていらっしゃいますか。
友岡　コロナ禍をきっかけに「働く」と
はどういうことだろうとか、「通勤」と
は何だろうといった当たり前のことを、
あらためて考えさせられました。直接人
と会う価値をもう一度つくり出さない
と、人が集ってくれない。出掛けること
自体の意味が問い直されていることは、
私たちも強く感じています。
藤井　体験が重要だという変化は、コロ
ナになる少し前から始まっていたと思い
ます。「インスタ映え」もその一つでしょ
う。エレベータにも「心を動かされる何
か」が求められていると感じます。
──エレベータの体験でいうと、一つに
は「デザイン」があると思います。私の
感覚では、昭和の時代、つまり 1980年
代までは “ エレベータへの憧れ ”を感じ
させる建物が数多く造られていました。
平成以降では、そういう建物が少ないと
思うのですが…。
加茂　私は大阪で仕事をしていた時期が
あるのですが、大阪では「梅田スカイビ
ル」（1993年完成）のエレベータが非常
に魅力的で、印象に残っています。
──私もあのエレベータは、平成以降の
金字塔だと思います！
加茂　ビルと切り離されたシースルーの
エレベータが真っすぐに展望台へと昇っ
ていく。観光客の方も、最初はガヤガヤ
しているんですが、昇るにつれてみんな
黙ってしまう。心の中で、ワーッと圧倒
される気持ちになるんでしょうね。

藤井　海外では、ドバイ国際空港の
エレベータ（2008年完成）が圧巻です。
120人乗りのエレベータが横 1列に 8台

人と直接会う価値を
もう一度つくり出す時代に

木造ビルにマッチした
木質エレベータが見たい！

文・イラスト：宮沢 洋　取材・撮影場所：フジテック株式会社 東京本社 クリエイティブスタジオ東京※Chief Information Officerの略。最高情報責任者 54 USNET No. 71



技術

安
全
・
安
心

──外国人には、AIで判断してその人の
母語で話し掛けてくれるとうれしい。
藤井　あ、それはいいですね。
友岡　そうした情報と情報が組み合わ
さって、また新たな価値が生まれると思
います。例えば商業施設では、お客さ
まの移動や嗜

し

好
こう

を分析して、運営者さま
にさまざまな提案ができるようになるで
しょう。

加茂　コミュニケーションの点で言う
と、日常的に乗るエレベータは、人数が
少ないと気まずい雰囲気になるときがあ
りますよね。そういうときに、乗り合わ
せた人と一緒に楽しめるような話題をエ
レベータから振ってもらえるとうれし
い。「今日はどんな人とどんな空間を楽
しめるかな」とワクワクできそうです。

藤井　最近では、業務用のロボットがエ
レベータに乗ってフロアを移動する例も
出てきているので、そのロボットもコミュ
ケーションに参加できるかもしれません。
──えっ、ロボットがエレベータに乗っ
てくるんですか。
藤井　はい、それはもう実現しています。
デリバリーのロボットであったり、警備
のロボットであったり。エレベータで縦
の移動ができれば、人と同じように縦横
無尽に移動できて、活躍の可能性がいく
らでも広がります。
加茂　人間っぽい表情の変化があって、
かわいいものもありますよ。
──『スター・ウォーズ』のロボットた
ちみたいに、AI同士で話をしてほしい
ですね。エレベータ内が和みそう。
藤井　私たちはロボットをつくる会社で
はありませんが、そうした IoTのつなが
りでエレベータの体験価値を高めていく
ことはとても重要だと思っています。

──「技術」の観点でエレベータの新しい
体験につながりそうなことはありますか。
これまでエレベータの技術というと、速
さとか大きさの話になることが多かった
と思うのですが…。
友岡　例えば、かごの中に設置したサイ
ネージ（映像表示装置）をどう活用する
かはとても重要だと考えています。今で
も、ニュースやお天気をお知らせするこ
とには使っていますが、これからは、利
用者とインタラクティブにやりとりでき
るようにしていきたい。
藤井　タッチパネルは日々の暮らしにか
なり浸透しています。従来型の操作ボタ
ンの代わりに大きな液晶ディスプレーを
備えたエレベータも出てきました。この
ディスプレーは、利用者と会話をするよ
うなものに活用できそうです。
友岡　最近は、スマートフォンや音声
AIに向かって話し掛けることに対する
アレルギーがなくなってきましたからね。
──それはかつてのエレベータガール※ 1

のような存在にもなりますね。
藤井　はい。10階の北海道展は今とて
も混んでいますので、20分後がおすす
めです、とか（笑）。エレベータ内に AI

コンシェルジュを置いて、案内役を務め
ることは可能かなと思います。

操作できるディスプレーが
“対話型” へのきっかけに

縦移動するロボットも登場
AI同士で掛け合いも？

──私だけかもしれませんが、エレベー
タ内では「もし閉じ込められたら」とい
う不安感が常にあります。“ 安全・安心 ”
の取り組みでは、今後どのような進化を
目指しているのですか。
友岡　万一の「閉じ込め」をいかに回避
し、早く解決するかは我々にとって重要
な問題です。そのために 24時間 365日、
エレベータの稼働を監視する情報セン
ターがあって、閉じ込めがあったときに
最速で対応できるようにしています。セ
ンターに電話をいただいてからどれだけ
早く対応できるかを、さまざまな IT技
術や AIを使って進化させています。
──「24 時間監視」ということは、万が
一の異常の際は、こちらから電話しなく
ても把握されているということですか。
友岡　はい、わかります。「デジタルツ
イン※ 2」という言葉が広がるもっと前
から、全エレベータの運行状況を監視す
る仕組みを作ってきました。デジタルの
世界と現実とがリアルタイムで一致して
いる状態をつくったわけです。ただ、停
止するエレベータには「物をぶつけて止
まった」といったものもありますから、

「安全」から「安心」へ
安心から「快適な体験」へ

基本的には電話で状況を伺ってから対応
することになります。
──そうなんですか。私は「非常用電話
がつながらなかったら誰も気付いてくれ
ない」と不安に思っていました。
藤井　我々のアピールが足りないんで
しょうね。
──建設業界の方は奥ゆかしいんですよ
（笑）。そんな仕組みができているなら、
「遠隔監視しているから絶対に大丈夫」
と書いておいてほしい。あともう一つ個
人的には、もしもに備えて USBが充電
できるようにしておいてほしいです。
友岡　なるほど。我々は安全だと思って

いるけれど、ご利用になる方が不安に感
じる部分は、「安心」に変えていかなけ
ればならない。安心があっての「快適」、
そしてその先の「体験」でしょうから。
今日お話しさせていただいたそれぞれの
レイヤーに対して、これから何ができる
かを今以上に追求していく必要がありま
すね。
加茂　エレベータに乗ること自体が楽し
く、目的になるような体験を提供できた
らうれしいです。
──そういう夢のあるエレベータが増え
ていくことを期待しています。本日はあ
りがとうございました！

※1 エレベータガール：百貨店や高層の観光施設などのエレベータに乗務し、運転操作や案内を行う女性。昭和の時代に多く活躍した。
※2 デジタルツイン：現実の世界から収集したさまざまなデータを、まるで双子であるかのように、コンピュータ上で再現する技術のこと。
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　皆さんこんにちは、織田友理子です。
現在私は、「車いすでもあきらめない世
界をつくる」という強い思いを胸に、さ
まざまな活動を行っています。特に力を
入れているのが、W

ウ ィ ー ロ グ

heeLog!アプリの普
及です。車いすユーザーが日々の生活で
得たバリアフリー情報（利用可能なエレ
ベータやトイレ、駐車場など）を発信し
合うアプリで、誰かの「行けた」体験を
共有することで、また別の誰かの「行き
たい」を後押しして、バリアフリーマッ
プをより拡充させていく仕組みです。

　私自身、重度の障がいがありますが、
これだけ世界中を移動し、精力的に活動
できているのは、施設の整備や情報など
技術革新が進んだおかげです。でも、誰
もが本当にためらうことなく外出を楽し
める社会をつくるには、ハード面だけで
なく、社会全体の心のバリアフリーも重
要。そうした思いからWheeLog!では、
健常者にも車いすに乗って街のバリアフ
リーを体感してもらう「車いす街歩きプ
ログラム」を実施。心のバリアフリーの
大切さを伝える活動にも努めています。

一般社団法人WheeLog 代表理事

2002年「遠位型ミオパチー」の
診断を受け、2008年に患者会
PADMを発足。難病問題に取り組
みながら、2014年YouTubeチャンネ
ル「車椅子ウォーカー」を配信開
始。2017年にはバリアフリーマッ
プ「WheeLog!」アプリをリリー
ス。車いすユーザーの視点から、
さまざまな活動を展開している。

織
お

田
だ

 友
ゆ

理
り

子
こ

氏

人にとって「移動」の意味とは何だろう。それは快適な移動機能を追求するフジテックの根源的なテーマ。
この特集では、移動の価値を誰よりも実感し、車いすユーザーの積極的な外出を支援し続けている
織田友理子さんをゲストに招き、全国にあるフジテックの拠点をオンラインでつないで開催した講演会の模様をお届けします。
より良い未来の実現に向けて、フジテックの従業員とともにユニバーサルデザインの本質を考えます。 

車いすでもあきらめない　 世界をつくる。織田友理子さん
講演会

 あなたの「行けた！」が、
誰かの「行きたい！」になる

［上］今までで一番感動したのは2015年に乗っ
たドバイ国際空港の120人乗りエレベータ。「フ
ジテック製と知ってびっくり。教室みたいな大
きさでした！」と織田さん　
［下］階段の隣に斜めに上昇するように設置し
ているフィンランドのエレベータ。シースルー
で同行者とともに移動できているのがわかる

　車いすユーザーはエレベータがなけれ
ばどこにも行けません。約 20カ国を旅し
てきましたが、海外はエレベータがあっ
ても故障中などで動かないことがよくあ
り、毎回大変な思いをしています。日本
はメンテナンスが優れていて、動かない
ことはめったにないので、車いすユー
ザーにはとてもありがたい国ですね。
　私は、環境や人が変われば、障がいは
なくなると信じています。誰もが使いや
すいエレベータやエスカレータが整備さ
れることで、車いすユーザーは外出しや
すく、社会にも参画しやすくなります。

先日訪れたフィンランドでは階段の隣に
斜めに昇るエレベータがありました。健
常者と一緒に移動する場合、エレベータ
が遠いと一度離れて待ち合わせなければ
ならず、時間を要します。並んで昇るこ
とができれば安心材料にもなりますし、
時間のバリアフリーにもつながります。
　障がいを理由に行きたい所に行けず、
やりたいことも我慢しなければならな
い。そんな社会ではなく、誰もが人権や
尊厳を損なわず、目的を持って心豊か
に人生を謳

おう

歌
か

できる世界をつくりたい。
「移動の自由」はそのための第一歩です。

誰にでも使いやすいエレベータが
車いすユーザーの
社会参画を後押しする

めました。
　私が「車いすでも諦めなく
ていい」と思えたのは、この
海水浴体験がきっかけです。
車いすだから移動を制限しな
ければいけないのではなく、
情報があればどこにでも行け
る。そう考えて、YouTubeチャ
ンネル「車椅子ウォーカー」
でバリアフリー情報を配信
することに。さらに活動領域を広げて、
WheeLog!アプリの配信に至りました。
「WheeLog!に出会って外出するように
なった」「海外にも行けた！」との感想も
多く、情報インフラとしての可能性を強
く感じています。

　もともと健常者として過ごしてきた私
でしたが、足元が徐々におぼつかなくな
り、「遠位型ミオパチー」と診断された
のは 22歳のこと。手足など体幹から遠
い筋肉から弱り、やがて寝たきりになる
病で治療薬もなく、当初は現実として受
け止められませんでした。
　25歳を前に医師から「出産するなら今
のうち」と言われ、病の深刻さを実感。
覚悟を決めて出産しました。その後は車
いす生活になり、次第に外出も控えめ
に。夏になれば息子を海に連れて行きた
いけれど、難しいだろうと諦めていた
時、インターネットでバリアフリーの
ビーチを見つけたのです。行ってみると
設備が整っていて、海水浴を存分に楽し

家族と一緒に楽しんだハワイのユニバーサル
ビーチ。大きなタイヤが付いた水陸両用の車
いすで、直接海に入ることができた

家族との海水浴体験が
「諦めなくていい」と教えてくれた

フジテックで行われた講演会の様子

ユーザーが実際に車いすで走行したルートや
利用できる施設・設備の情報をGoogleマップ
上に投稿し、共有できるバリアフリーマップ
「WheeLog!」。 10言語に対応し、2023年 10月
時点で 10万ダウンロード達成、投稿は5万ス
ポット、走行ログは 1万kmを超える

アプリの詳細はこちらから

走行ログ
ユーザーが

車いすで通った道を
マップ上で共有

スポット
車いすユーザーが
利用できる施設や
設備をみんなで共有
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車いすユーザーの移動に必要不可欠なエレベータ。すべての利用者が、今以上に気持ちよく過ごせる空間になるために、
私たちはどのようなことを心掛けたらいいのでしょうか。
車いすユーザーの代表として、織田さんに現在のエレベータや社会に対する考え、そして今後への期待を伺いました。

私たち、一人ひとりにできること。

［左］かご背面や上部コー
ナーに鏡があると、車い
すが後ろ向きで出る際の
後方確認ができて便利 
［右］非接触ボタンがあ
ると、手の不自由な人で
も操作しやすい

誰もが使いやすいエレベータであるために

タクタイルボタン
文字の凹凸やボタンの
押下を触覚で認識でき
る。操作情報を音や点
灯など複数手段で利用者に発信するマルチ
モーダルインターフェースを搭載

誰もが使いやすく、安心して利用できるエレベータを目指し、
さまざまな技術や機能を進化させています。

　車いす用の操作盤があると安心です。かご内だけでなく、
乗場にもあると助かります。最近では非接触ボタンも登場
して、手の不自由な方には革命的な進化。私は日頃パソコ
ンの操作を音声や視線で行うのですが、エレベータも同様
に操作できたら夢のようです。また、かご内に鏡があると、
降りるときに後方確認できるので事故防止に役立ちます。
　改善してほしいのはかごの大きさ。車いすの形やサイズ
は時代とともに変化しています。海外の電動車いすは6輪
駆動が主流。日本でも今後もっと増えるでしょうし、イン
バウンドの面からも対応が望まれます。エスカレータも同
様で、3枚のステップがフラットになる車いす対応のものが
ありますが、6輪駆動はほぼ乗れません。フラットになる
部分をもっと広くできたら移動手段が増えると思います。

「（車いすユーザーにとっての）エレベータ利用の意味をわ
かってほしい」という気持ちで乗りました。
　エレベータは、車いすユーザーに限らず生活者全員で
活用できるのが理想です。でも、車いすやベビーカーなど
移動が困難な方を見かけたら、譲ってもらえるとうれしい
です。気付いてくださっている方も多いのですが、周囲を
促しにくい雰囲気を感じて声を上げづらいのでしょう。幼
少期から理解を深めるような社会の教育も重要だと思いま
す。JR博多駅や台湾では、優先エレベータの乗場をよく
目立つピンク色にしたり、大きなピクトグラムを描いたり
するなど、「優先」をわかりやすく示していてありがたい
のですが、意識が変わればその必要もなくなるはずです。
　意識を変えるには、実感するのが一番。ぜひWheeLog!

の「車いす街歩きプログラム」に参加して街のバリアフリー
を体験してほしいです。道路が案外ガタガタしていたり、
利用できる施設が少なかったり。車いすユーザーにとって
のエレベータの重要性を肌身で感じられると思います。

　車いすユーザー共通の悩みとして、行列や満員が続いて
なかなかエレベータに乗れない問題があります。先日、あ
る空港で 2階から 3階へ行きたいのに乗ることができず、
苦肉の策で一度 1階へ降りてから、そこでは降りずに 3階
へ昇ったことがありました。周囲の視線を感じましたが、

　東京本社で行われた織田さんの講演会には、大阪、滋賀の会場に
加え、全国から250人を超える従業員がオンラインで参加。終盤は
各会場とつなぎ、織田さんがエレベータに求めることや車いすユー
ザーがエレベータに乗れない問題を回避するための新機能について
意見を交わしました。終了後、従業員からは「エレベータの社会的
役割をあらためて認識した」「車いす体験に参加したい」「利用者の
声が聞けて励みになった」などの声が寄せられました。

貴重な意見が続々と。
フジテック従業員も熱心に耳を傾けていました

エレベータの機能であって良かったこと、
改善してほしいことは？22Q

より快適な
エレベータ利用のために
社会に期待することは？

33Q

エレベータを利用する際に
気をつかうことは？

11Q
　一番気をつかうのは、乗り降りのとき。エレベータによっ
てはドアが閉まるのが早いものがあり、挟まれそうになっ
たことも度々あります。操作ボタンが高くて手が届かず、
たまたま居合わせた人に助けていただいたことも…。
　現在の私の車いすは電動の6輪駆動で、介助者の同行が
必要です。奥行きが 120cmくらいあるので9人乗りのエレ
ベータだと狭くて真っすぐに入れず、斜めに乗るなどの工
夫が必要です。入って反対側に出口があるタイプだと、ス
ムーズに乗り降りできるので気持ちの面でも楽ですね。

織田友理子さんに聞く！

エレベータのユニバーサルデザイン

車いすユーザーが操作しやすい高さの乗場
ボタンを設置。このボタンを押すとドアの
開いている時間が通常より長くなる

車いす用操作盤（乗場）

車いすユーザーが操作しやすい高さ
に操作盤を設置。ボタンを押すと 
ドアが開いている時間が通常より長
くなり、焦らずに乗り降りできる

車いす用操作盤

背面鏡
かご内で車いすが回転することなく
乗降できるよう、後方確認のための
背面鏡を設置

混雑度表示
かご内の混み具合が乗場で事前にわかる「混
雑度表示」を設置。「混んでいるから階段を
使おう」などの判断ができ、利用者の分散を
促す効果が期待できる

２色床
ドアの幅に合わせて床を2色に切り
替え。車いすがバックで降車する際
の目印となる

ボタンに触れることな
く、手や指をかざすだ
けでエレベータを操作
できる機能を搭載

非接触ボタン「エアータップ」
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LOVE

　　

渡邉
がご案内！

　　
野竿
がご案内！

　
　

　
　

　
　

ワクワクします！

訪問した工場　

偏愛マニアが迫る！

まだまだ
続きます！

エスカレータマニアを20年ほど続けている私、田村美葉。日本のエレベータ・エスカレータ・動く歩道の専業メーカー、
フジテックのことが大好きで、実はずっと密かに応援していました。そしてこのたび、ついにエスカレータの開発・生産拠点である

“ビッグステップ”へとお招きいただけることに。マニア活動をやってきてよかった…！
そこは、未来に向けて進化し続ける秘密がいっぱい詰まった、まさにマニアにとって夢の国でした。

進化し続ける進化し続けるエスカレエスカレーータ工場タ工場 のの〈いま〉〈いま〉

1984年生まれ。石川県金沢市出身。大学入学を機に上京して以来、都会の景色に魅了され、エス
カレータマニアとして活動。2016年 TBSテレビ『マツコの知らない世界深夜SP』出演。2020年 
エクスナレッジより『すごいエスカレーター』出版。国内外問わず、かっこいいエスカレータの情
報を収集し続けている。

エスカレータマニア　/ 　田
た

村
む ら

 美
み は

葉 氏 精緻な曲げ加工が可能な
ストレッチフォーマー
フジテックでは、手すりなどの部材を 100%
内製化しています。こちらでは、手すりのあ
の美しい曲線部分を作る、ストレッチフォー
マーが活躍していました。専門の機械によっ
て「ぐいっ」と両サイドから引っ張ることで、
シワなどができにくく、精緻な曲げ加工がで
きるのだそう。

02

専用ブース内で
静かに働く塗装ロボット
トラス製作工程にある専用ブースで静かに、でもパワ
フルに活躍していたのは無人の塗装ロボット！ 軀

く

体
たい

部品のさび止め塗装を行っています。環境に優しい水
性塗料の使用を推進。屋外用エスカレータにはより高
性能の塗料を使用しているのだそう。雨の日、外にあ
るエスカレータに乗る時の長年の疑問が解けました。

01

ステップにはアルミ製
とステンレス製がある

03

フジテックのステップは、アルミ製とステンレ
ス製の2種類。これはマニアの私も意識していな
かったポイント。アルミ製ステップは、屋外用エ
スカレータなどに使われます。できたばかりのピ
カピカのステップを見せていただくと、滑り止め
加工の違いがはっきりとわかりました。

屋内用と屋外用
では塗料の種類
が違っていた！

滑り止めのために ステップに凹凸の切り込みを入れる「ローレット加工」という技術があった！

工 場 を 案 内 す る エ ス カレータ の 匠
たくみ

！

エスカレータ専門の開発・生産拠点として、
1989年に生産を開始した“ビッグステップ”。
2010年にリニューアルし、環境にも配慮
した最新鋭のエスカレータ拠点に生まれ変
わりました。ハイライズ機種の架台を設置
し、安全性や機能性を高める実験室もあり、
ここで日夜、フジテックのエスカレータの

品質をさらに向上するための研究開発が行わ
れています。まずはエスカレータの土台部
分であるトラス製作、次に手すりなど上回
り製作、そして組立・調整を経て完成。工
場内ではエレベータと連携する無人搬送ロ
ボットが駆け回るなど、未来のものづくり
が実現しています。

兵庫県豊岡市日高町宵田 180“ビッグステップ”
フジテック エスカレータ開発・生産拠点

Miha’s EYE

3度の飯より
エスカレータが

好き！

Miha’s EYE

Miha’s EYE

03

エスカレータ開発設計を担当。今とても大事な、
古くなったエスカレータのリニューアルにも欠
かせない存在。CADを自在に操り、一つひと
つ部品を設計している。

エスカレータ設計部　技能コーチ

渡
わた な べ

邉 雅
まさ

也
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ

開
発
設
計
の
匠

エスカレータ製造改革に携わる。コンピュータ
制御による自動化や、生産体制の効率化など、
フジテックのエスカレータ製造のますますの進
化に、その頭脳が活躍中。

ESC生産部 生産技術課　課長

野
の

竿
ざお

 篤
あつ

司
し

 

エ
ス
カ
レ
ー
タ

製
造
改
革
の
匠

“ビッグステップ”ができたのとほぼ同じ時期
からここで働き、工場のこと、エスカレータの
こと、どんな質問にも答えてくれる、頼もしい
製作所長。

ビッグステップ製作所長

中
なか し ま

嶋 康
やすひ ろ

弘 

エ
ス
カ
レ
ー
タ

生
産
の
匠

次々に完成する

美しいカーブに

くぎ付け！

塗装

02
(手すり)

( ステップ )

01
塗装

02-03
部品加工

04
組立

05
動作確認

06
完成

工場見学ルート

部品加工

部品加工
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エスカレータに乗る手前にある、銀色の「フロアプレート」は、マニアがエスカレータを見る際、真っ先
に確認する重要パーツです。特にフジテックのフロアプレートは、趣向を凝らしたさまざまな模様があって、
マニアの中でも人気です（田村調べ）。歴代のフロアプレートを並べていただいて大興奮。私の好きなあの
模様のデザイン秘話を伺いました。

フロアプレートの見分け方フジテック

田村美葉氏がひもとく！

フロア
プレートは

ここ！

古くなったエスカレータの
リニューアルも、とても大事
新しいエスカレータを造るだけではなく、古くなったエスカレータをリ
ニューアルすることも大切な仕事。古いエスカレータの図面をCADで起
こし、新しいステップや部材に交換するために必要な部品を一つひとつ設
計していくのだそう。交換の場合の組み立ては、工場ではなく現地で行わ
れるため、作業が可能なスペースを確保できるかどうかなども考慮しなが
ら、部材を考えていきます。

正確に、かつ効率的な組立が
可能な「リニア 1号～ 3号」
組立工程に並んでいたのは、「トラス組立治具リニア
1号」「2号」「3号」という大きな機械。これを使うこ
とで規格の寸法どおり正確に、かつ効率的に組み立て
ることができる。人による仕上がりのばらつきがなく
なり、品質の安定化にもつながっているのだそう。

04

動作チェックをクリアしたエスカレータは、上・真ん中・
下の3つに分けて、トラックに載せて輸送します。ビッグ
ステップで生産しているのは、国内向けエスカレータ。製
造台数は増え続けているそうで、全国で新しく造られる建
物へとどんどん運ばれていきます。ここで造られたエスカ
レータに、いつか乗ることもあるのかもしれません。また
会いましょうね！という気持ちで見送りました。

完成したエスカレータは
3つに分けて全国へ！

06

動作確認の機器は、
お医者さんの聴診器の

ようでした

14

いよいよ
組み立て！

Miha’s EYE

エスカレータって やっぱり奥深い！

楽しんで
いただけて
良かった！

できたばかり、

ピカピカのエスカレータが

たくさん積まれて

いました！

専用機器で測定し、
動作をチェック！
組み上がったエスカレータは、寝かせた状態で動
作確認の機器をセット。振動値などの細かな部分
まで測定し、もし異常値が出れば原因を究明する、
品質担保の重要なフェーズです。チェックが完了
してからもう一度分解し、出荷へと進みます。

05

♪

社内での通称は「台形」。エッチング加工か
ら、より環境に優しい「プレス加工」へと進
化したため、プレス加工でも造りやすいデザ
インが考えられています。正方形や長方形で
はなく台形のチョイスがフジテックらしい、
ちょっとだけひねりの効いたデザイン。

2009 – 2014

社内での通称は「マルエフ」。「斜めエフ」に
続いて、Fがいっぱい！ 常日頃、フジテック
を応援しているマニアにとって見つけると
ガッツポーズが出るプレートです。ちなみに
フロアプレートの模様は、おしゃれや自己主
張だけではなく、「滑り止め」という重要な
役割も考慮しているそう。

2002 – 2009

最新のプレートは、ステップにあるデマケー
ションライン（黄色い線）の内側と外側で模
様を変え、より安全にエスカレータに乗って
もらえるよう利用者をエスコートします。こ
ちらもプレス加工のプレート。四角と丸とで
模様が異なりますが、1枚の板から製作でき
るように技術が進化していったのだそう。

2015 –

たった3年間しか造られていなかった激レア
プレート。各社、長方形、正方形などの無難
な模様が多い中、美しく、かつ精緻な意匠を
凝らした模様はフジテックならでは。この時
代のプレートは、酸を利用して表面を削る
エッチング加工で造られていたそう。

1981–1983

フジテックといえばこれ！ フジテックの「F」
がおしゃれにあしらわれた、私の中での愛称
「斜めエフ」プレート。これを見つけるとう
れしくなります。ただし、じつは「F」のエッ
ジをしっかりと出すのが難しい、技術者泣か
せのデザインでもあったそう。

1984 –1996 1997– 2005

技術者泣かせの「斜めエフ」に代わり、模様
の出しやすさなども考慮されて造られたプ
レートで、流麗さを表現しているそう。あり
きたりな模様に落ち着くのではないところに
フジテックらしさを感じます（勝手に）。

Miha’s EYE

エスカレータの進化を見逃さない

普段、人よりもエスカレータをよく観察して
いる自信のある私ですが、そんな私でも知ら
なかった、本当に小さな部分までの工夫やこ
だわり、技術の精緻さをたくさん見せていた
だき、大変、学びと喜びの多い一日でした。
専業メーカーならでは、ご案内いただいた皆
さま全員のエスカレータへの熱意がひしひし

と伝わり、感激しました。日本のエスカレー
タは、高齢化などに伴い、おそらく世界中の
どこの国よりも、“ 安全・安心 ” のための技
術進化が常に求められていると感じます。そ
んなエスカレータの進化を、これからもくま
なく観察し、見逃さないでいるぞ！と決意を
新たにしました。

製造年代

工場見学を終えて

PLS-SS/SL Vシリーズ

GS- NX/SlimfitGS- NX初期GS/VGシリーズ

ビッグステップのエントランスに、エスカレータを設置しています

出荷準備のため、完成したエスカレータを移動させます

PLS

組立

動作確認

完成

使用機種

　　
中嶋
がご案内！

［左］工具の入るスペースがあるかなど、細
かくCADで確認　［右］リニューアル用のフ
ロアプレートもビッグステップで製造

ま
た
来
て
ね
！

テッキーも

ありがとう！
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『わたしはキラキラ、フワフワしている物が大
好きです。綿あめのようにフワフワした柔らか
いエレベータに乗って、お空に遊びに行けると
楽しいだろうなぁと思って描きました』

國友紗菜さん （7歳）

「 ふわふわ雲のエレベータ 」

　　　　　　さまざまな画材を使って、昼も夜
も関係なくエレベータが自由に動く様子が伝わ
ります。かご内は虹や月が描かれ、乗るたびに
うれしくなりそうですね。未来に夢を膨らませ
る想像力の豊かな作品です。

審査員より

USNET［アスネット］2024 WINTER No.71（2024年1月1日発行）
編集・発行／フジテック株式会社　ステークホルダーコミュニケーション本部　広報室
〒 108-8307　東京都港区白金1丁目17番地3号　TEL.03-4330-8233　www.fujitec.co.jp

未来空想エレベータ・エスカレータ
50年、100年後の未来、エレベータやエスカレータはどんなふうに便利に、そして快適に進化しているだろう。

未来の街や暮らしの中で活躍するエレベータやエスカレータを想像して描いてもらう、
社内絵画コンテストを開催しました。従業員とその家族から寄せられた作品の中から選ばれた受賞作品をご紹介します。

フジテック社内絵画コンテストを開催しました！

最優秀賞

Congra
tulation

s!!

75周年記念サイトは
こちらから！

皆さまからいただいた、ありがとうの言葉。フジテック
従業員がお客さまや仲間と交流していく中で、ずっと大
切に覚えている「感謝」でつながる思い出のエピソードを
ご紹介します。

「ありがとうエピソード」
75周年記念サイトでは特別
企画が続々と公開予定です。
ぜひブックマーク登録を！

創業75周年を記念して、フジテックのホームページ内に特設サイトを開設しました。
これまでの歩みを振り返る企画や、75周年特別プロジェクトを公開していきます。
フジテックの歴史と未来に触れられる、さまざまなコンテンツをお楽しみに！

フジテック 75周年記念サイトを公開中

https://www.fujitec.co.jp/75th_anniversary
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